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協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
の
令
和
８
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
１
月
16
日
に
新

宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
東
京
都
議
会
公
明
党
議
員
団
、
山

口
真
東
京
都
水
道
局
長
を
は
じ
め
大
勢
の
来
賓
が
訪
れ
、
新
年
の
開
始
を
祝
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
昨
年
12
月
に
逝
去
し
た
元
東
京
都
議
会
議
員
で
連
絡
会
顧
問
の
吉
倉
正
美

氏
を
は
じ
め
、
連
絡
会
発
展
に
尽
力
し
た
関
係
者
を
悼
み
、
出
席
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

当
連
絡
会
の
貝
澤
二
郎
代
表
理
事
は
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
昨
年
の
災
害
事
例
を
踏
ま
え
、

老
朽
化
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
水
道
事
業
の
重
要
性
を
強
調
す
る

と
と
も
に
、
平
時
か
ら
の
技
術
力
向
上
と
結
束
の
必
要
性
を
訴
え
た
う
え
で
、「
今
年
は
飛
躍
の

年
に
し
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

い
た
東
京
都
議
会
公
明
党
上
下

水
道
整
備
促
進
議
員
連
盟
の
先

生
方
が
紹
介
さ
れ
た
。

【
ご
出
席
い
た
だ
い
た
議
員
の

方
々
】

　

飯
田
健
一
氏
（
北
多
摩
３

区
）、
高
田
清
久
氏
（
北
多
摩

第
１
区
）、
村
松
俊
孝
氏
（
町

田
市
）、谷
公
代
氏
（
豊
島
区
）、

加
藤
雅
之
氏
（
墨
田
区
）、
小

林
健
二
氏
（
練
馬
区
）、
伊
藤

興
一
氏
（
品
川
区
）、
東
村
邦

浩
氏
（
八
王
子
市
）、
薄
井
浩

一
氏
（
足
立
区
）、
慶
野
信
一

氏（
荒
川
区
）、鎌
田
悦
子
氏（
板

橋
区
）、
高
久
則
男
氏
（
世
田

谷
区
）、
北
口
剛
士
氏
（
葛
飾

区
）、
大
竹
小
夜
子
氏
（
足
立

区
）、久
保
里
香
氏
（
中
野
区
）、

大
松
成
氏
（
北
区
）。
細
田
勇

氏
（
江
東
区
）、
松
葉
多
美
子

氏（
杉
並
区
）、竹
平
智
春
氏（
江

戸
川
区
）、
古
城
将
夫
氏
（
前
・

新
宿
区
）。（
※
ご
発
声
順
）

　

代
表
し
て
、
東
村
邦
浩
幹
事

長
よ
り
来
賓
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。

【
東
村
邦
浩
幹
事
長
の
ご
挨

拶
】

　

協
同
組
合
東
京
都
水
道
工
事

請
負
連
絡
会
の
賀
詞
交
歓
会
に

議
員
団
全
員
を
招
い
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

昨
年
逝
去
さ
れ
た
元
東
京
都
議

会
議
員
で
連
絡
会
顧
問
の
吉
倉

正
美
氏
は
、
水
道
と
い
う
都
民

の
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守

る
と
の
強
い
思
い
か
ら
、
連
絡

会
と
連
携
し
議
員
連
盟
の
設
立

に
尽
力
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
そ

の
功
績
に
深
い
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
皆
様
と
と
も
に
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

日
頃
か
ら
都
民
生
活
を
支
え

る
水
道
事
業
の
維
持
管
理
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様

に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
台
風
22
号
、

23
号
が
八
丈
町
を
襲
い
、
島

特
有
の
給
水
体
制
の
中
で
大
規

模
な
断
水
が
発
生
し
た
が
、
東

京
都
水
道
局
、
東
京
水
道
株
式

会
社
、
関
係
事
業
者
が
昼
夜
を

問
わ
ず
復
旧
に
あ
た
っ
た
結

果
、
給
水
再
開
に
至
っ
た
こ
と

に
、
心
か
ら
敬
意
と
謝
意
を
表

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
昨
年
の
能
登
半

島
地
震
に
際
し
て
は
、
連
絡
会

の
皆
様
が
い
ち
早
く
現
地
に
入

り
、
被
災
者
の
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
復
旧
・
復
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を

通
じ
、
水
が
蛇
口
か
ら
出
る
こ

と
は
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な

く
、
現
場
を
支
え
る
皆
様
の
力

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
都
民
一
人
ひ
と
り
が
改

め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
応
急
復
旧
訓
練
や

人
材
育
成
に
継
続
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
皆
様
の
思
い
に
応

え
る
べ
く
、
吉
倉
氏
の
志
を
引

き
継
ぎ
、
伊
藤
興
一
会
長
の
も

と
、
都
議
会
公
明
党
と
し
て
も

要
望
を
政
策
と
し
て
実
現
で
き

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

続
い
て
、
東
京
都
公
営
企
業

管
理
者
の
山
口
真
水
道
局
長
よ

り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

【
山
口
局
長
の
ご
挨
拶
】

　

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負

工
事
連
絡
会
並
び
に
会
員
各
位

に
は
、
日
頃
か
ら
東
京
都
の
水

道
事
業
に
多
大
な
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
近
年
、
能
登
半

島
地
震
を
は
じ
め
、
埼
玉
県
八

潮
市
で
の
道
路
陥
没
事
故
、
台

風
22
号
に
よ
る
八
丈
町
の
水

道
施
設
被
害
な
ど
を
通
じ
、
イ

ン
フ
ラ
の
重
要
性
が
社
会
的
に

改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
首
都
直
下
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
実
際
に
復
旧
作
業
を
担

う
工
事
事
業
者
と
の
緊
密
な
連

携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
継
続
的

な
訓
練
を
通
じ
て
迅
速
な
復
旧

体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
修
繕
工
事

の
担
い
手
不
足
に
備
え
、
他
の

水
道
事
業
体
が
指
定
し
た
事
業

者
か
ら
協
力
を
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
と
し
て
、
昨
年
10
月
に

東
京
都
給
水
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
労
務
単
価
や

原
材
料
価
格
の
上
昇
、
将
来
的

な
人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入

や
労
働
力
人
口
の
減
少
な
ど
、

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

D
X
の
推
進
を
含
め
た
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
強
靭
・
信
頼
・

基
盤
の
三
つ
を
柱
と
す
る
経
営

計
画
の
も
と
、
管
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
る
バ
ッ
ク 

↖

貝澤代表理事の挨拶

賀詞交歓会の模様

　

令
和
８
年
新
春
賀
詞
交
歓
会

は
、
南
部
第
一
支
所
の
大
藤
弘

之
理
事
（
㈱
大
藤
工
業
所
）
に

よ
る
司
会
進
行
の
も
と
、
貝
澤

代
表
理
事
の
挨
拶
で
開
始
さ
れ

た
。

【
貝
澤
代
表
理
事
挨
拶
】

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に

ご
臨
席
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
下

水
道
施
設
の
老
朽
化
や
自
然
災

害
に
よ
る
水
道
被
害
が
各
地
で

発
生
し
、
改
め
て
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
重
要
性
を
強
く
認
識
す
る

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
時

の
要
請
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

組
合
員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
支
援
の
声
に
、
組
合
の
結
束

力
と
使
命
感
を
誇
ら
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
は
、
平
時
に

お
け
る
減
災
、
そ
し
て
有
事
の

際
の
迅
速
な
復
旧
対
応
に
あ
り

ま
す
。
首
都
直
下
地
震
の
発
生

も
高
い
確
率
で
予
測
さ
れ
る

中
、
技
術
力
の
継
承
と
向
上
に

努
め
、
東
京
の
安
定
給
水
を
支

え
て
い
く
こ
と
が
組
合
の
重
要

な
役
割
で
す
。

　

一
方
で
、
水
道
工
事
の
社
会

的
意
義
が
十
分
に
認
知
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
よ
る
人
手
不
足

も
大
き
な
課
題
で
す
。
こ
の
仕

事
の
重
要
性
を
広
く
発
信
し
、

次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
関
係
各
位
の
ご

支
援
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
年
も

計
画
的
か
つ
誠
実
な
施
工
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
飛
躍

の
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

 

技
術
力
高
め
飛
躍
の
年
に 

新
年
を
盛
大
に
祝
う

令 和 8 年
賀詞交歓会
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↙
ア
ッ
プ
機
能
の
強
化
や
施
設

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在

の
経
営
プ
ラ
ン
は
最
終
年
度
を

迎
え
て
お
り
、
有
識
者
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
次
期
プ
ラ
ン

の
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
も
大
規
模
浄
水
場
の
更
新

や
配
水
管
の
耐
震
化
、
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
な
ど
新
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
持
続
可
能
な
東
京
水

道
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
の
管
工
事

や
給
水
装
置
工
事
に
加
え
ま
し

て
、
災
害
時
の
復
旧
支
援
な

ど
、
と
も
に
水
道
事
業
を
支
え

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
今
後

と
も
水
道
事
業
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

続
い
て
、
東
京
水
道
株
式
会

社
の
野
田
数
代
表
取
締
役
社
長

が
登
壇
し
た
。

【
野
田
社
長
の
ご
挨
拶
】

　

吉
倉
先
生
は
私
と
大
学
の
先

輩
後
輩
の
関
係
性
で
し
て
、
非

常
に
水
道
に
対
し
て
の
ご
関

心
、
熱
意
の
強
い
方
で
し
た
。

体
調
が
よ
ろ
し
く
な
い
と
い
う

こ
と
は
伺
っ
て
は
い
た
の
で
す

が
、
本
当
に
急
な
お
話
だ
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
て
お
り
ま

す
。
水
道
界
に
と
っ
て
も
惜
し

い
人
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
な
と

残
念
に
思
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
当
社
を
設
立

し
て
丸
５
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
12
月
の
東
京
水

道
の
記
念
式
典
に
お
き
ま
し
て

は
、
貝
澤
代
表
理
事
、
高
橋
副

理
事
長
に
ご
参
列
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
連

絡
会
の
総
会
や
賀
詞
交
歓
会
、

意
見
交
換
会
、
防
災
訓
練
な
ど

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

お
招
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

視
察
に
一
緒
に
行
っ
た
の
も
、

と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
な
と
振

り
返
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
０
２
６
年
、
年
初
早
々
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
政
治
の
動
き
も

激
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
し
い
政
治
の
動
き
を
、
流
れ

を
歓
迎
し
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
の
都
議
会
議
員
選

挙
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力

い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
小
池
都

政
が
し
っ
か
り
と
基
礎
が
固

ま
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
受
け
た
恩
を
こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
お
返
し
し
て
い

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

司
会
よ
り
、
来
賓
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
。

【
来
賓
紹
介
】

　

東
京
都
水
道
局
給
水
部
長 

藤
川
和
久
氏
、
同
給
水
部
給
水

課
長 

佐
山
利
倫
氏
、
東
京
水

道
株
式
会
社 

水
道
技
術
本
部

長 

柿
沼
誠
氏
、
東
京
都
中
小

企
業
団
体
中
央
会
情
報
課 

千

葉
俊
氏
、
三
多
摩
管
工
事
協
同

組
合
事
業
部
長 

小
野
一
朗
氏
、

同
技
術
部
長 

佐
藤
明
生
氏
、

東
京
都
水
道
専
業
者
協
会
会
長 

白
岩
俊
雄
氏
、
同
副
会
長 

竹

内
章
博
氏
、
株
式
会
社
キ
ッ
ツ

環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
給
装
営
業
部
長 

梅
原
清
剛
氏
、
同
カ
ス
タ
マ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
長 

坂
除
正
昭
氏
、
同
カ
ス
タ
マ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部 

寺

田
昌
弘
氏
、
株
式
会
社
ク
ボ
タ 

パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
事
業
部
パ
イ

プ
シ
ス
テ
ム
東
日
本
営
業
部
東

京
営
業
第
一
課
長 

藤
田
戦
氏
、

株
式
会
社
栗
本
鐵
工
所
東
京
支

社
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
事
業
部 

東
部
営
業
部
長 

嶋
野
一
郎
氏
、

東
部
営
業
部
東
京
営
業
一
課
課

長
代
理 
苅
田
拓
也
氏
、
株
式

会
社
光
明
製
作
所
執
行
役
員
営

業
部
長 

山
根
信
久
氏
、
同
係

長 

迫
田
博
明
氏
、
コ
ス
モ
工

機
株
式
会
社
取
締
役
東
京
支
店

長 

佐
々
木
剛
氏
、
同 

青
柳
憲

紀
氏
、
明
和
工
業
株
式
会
社
営

業
役
員
補
佐
兼
東
京
営
業
所
長 

髙
木
大
司
氏
、
同
ア
シ
ス
タ
ン

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

佐
藤
雄
一

郎
氏
、
東
京
都
ス
テ
ン
レ
ス
埋

設
配
管
協
議
会
会
長 

臼
井
弘

明
氏
、
行
政
書
士
法
人
第
一

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ 

永
山
泰
之
氏
、

株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア
ブ
レ
イ
ン 

代
表
取
締
役 

小
坂
学
氏
、
日

本
内
圧
管
更
生
工
法
協
会
会
長 

齊
藤
充
人
氏
、
同
副
会
長 

北

川
引
二
氏
、
同
理
事 

三
国
寿

雄
氏

　

次
に
、
顧
問
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
。

【
顧
問
紹
介
】

　

当
連
絡
会
顧
問 

谷
村
孝
彦

氏
、
国
分
寺
南
法
律
事
務
所 

谷
村
孝
一
氏
、
株
式
会
社
第
一

経
理 

山
﨑
昭
徳
氏

　

元
東
京
都
議
会
議
員
で
、
当

連
絡
会
の
谷
村
孝
彦
顧
問
に
よ

る
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、

昨
年
12
月
に
逝
去
し
た
吉
倉

正
美
顧
問
を
は
じ
め
、
連
絡
会

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
を
悼
み
、
献
杯
で
の
唱
和

と
な
っ
た
。

【
谷
村
孝
彦
顧
問
の
乾
杯
ご
挨

拶
】

　

本
日
は
貝
澤
代
表
理
事
を
中

心
と
し
て
、
鉄
壁
の
団
結
を
誇

る
当
連
絡
会
の
新
春
賀
詞
交
歓

会
に
こ
の
よ
う
に
開
催
で
き
た

こ
と
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
先
ほ
ど
ご
来

賓
の
過
分
な
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
励
み
に
し
て
都
民

の
皆
様
に
ご
貢
献
で
き
る
１
年

に
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

東
京
都
水
道
局
、
東
京
水
道

株
式
会
社
と
よ
り
連
携
を
強
く

し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
都
議
会
公
明
党
の
皆

様
に
も
華
を
添
え
て
い
た
だ

き
、
力
強
い
励
ま
し
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
１
年
間
を
当
連
絡
会
が

ま
す
ま
す
発
展
い
た
し
ま
す
よ

う
に
、
そ
し
て
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
杯
を
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

祝
宴
に
入
る
と
、
司
会
よ
り

協
賛
社
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

中
締
め
と
し
て
、
岩
澤
芳
光

理
事
長
代
理
が
登
壇
し
、
閉
会

の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

オオススススメメ商商品品ののごご案案内内

株式会社富藤製作所
本社 荒川区南千住6-60-14 TEL 03-3803-0841

物流office 荒川区南千住6-17-8   TEL 03-3803-0886

【上下水道用シール材・配管シール材のトータルサポート】
メーターパッキンをはじめとする ゴム・樹脂・真鍮・ステンレスなど
各種製品を取り扱っております。お気軽にお問い合わせください。

創業 大正15年 富藤製作所

【【メメーータターーユユニニッットト用用 OOリリンンググBBOOXX】】

13種類セット 18種類セット

オンラインストアはコチラ ⇒

結
束
力
と
使
命
感
を
誇
ら
し
く

司会の大藤理事 岩澤理事長代理による中締め

谷村顧問の挨拶

山口水道局長のご挨拶

東京都議会公明党上下水道整備促進議員連盟

野田社長のご挨拶

東村幹事長のご挨拶
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取材模様

取
り
入
れ
な
が
ら
、
水
道
事
業

全
体
の
持
続
可
能
性
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

―
新
技
術
の
開
発
や
活
用

に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

佐
山　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
ま
で

に
約
13
万
個
を
導
入
し
て
お

安
全
で
お
い
し
い
水
を

　

―
は
じ
め
に
、
東
京
都
水

道
局
と
し
て
の
基
本
的
な
使
命

と
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

佐
山　

東
京
の
水
道
は
、
都

民
生
活
と
首
都
東
京
の
都
市
活

動
を
支
え
る
重
要
な
基
幹
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
す
。
そ
の
た
め
、

↙
施
や
、
女
性
が
活
躍
で
き
る

モ
デ
ル
工
事
、
若
手
育
成
モ
デ

ル
工
事
の
優
先
発
注
な
ど
を
通

じ
て
、
将
来
を
支
え
る
人
材
の

確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

―
技
術
継
承
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。

　

佐
山　

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

域
を
取
替
優
先
地
域
と
位
置
付

け
、
更
新
を
加
速
さ
せ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
給
水
管
の
耐
震
化

と
し
て
、
私
道
内
給
水
管
整
備

事
業
に
よ
り
私
道
内
へ
の
配
水

小
管
新
設
や
、
給
水
管
の
ス
テ

ン
レ
ス
化
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

―
近
年
の
災
害
対
応
か
ら

得
ら
れ
た
教
訓
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

佐
山　

令
和
６
年
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
東
京

都
水
道
局
と
し
て
輪
島
市
を
中

心
に
応
急
復
旧
支
援
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
協

定
に
基
づ
き
、
多
く
の
都
内
工

事
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
派
遣
の

24
時
間
３
６
５
日
、
安
全
で

お
い
し
い
水
を
安
定
し
て
供
給

す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で

す
。

　

現
在
、
東
京
都
全
体
で
約

２
万
８
０
０
０
km
に
も
及
ぶ
配

水
管
を
管
理
し
て
お
り
、
そ
の

ダ
ク
タ
イ
ル
化
は
99
・
９
％
ま

で
進
ん
で
い
ま
す
。
点
在
し
て

残
っ
て
い
る
取
替
困
難
管
に
つ

継
承
は
、
安
定
給
水
を
将
来
に

わ
た
り
持
続
す
る
た
め
の
重
要

な
課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
高
度
な
水
道
技
術
を
、

確
実
に
次
世
代
へ
伝
え
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
実
際

の
経
験
の
中
で
培
わ
れ
る
も
の

で
す
。
特
に
緊
急
時
対
応
で
は
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
10
月
に
は

台
風
22
号
・
23
号
の
影
響
に
よ

り
、
八
丈
島
の
水
源
施
設
を
は

じ
め
と
し
た
水
道
施
設
が
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
東

京
都
と
し
て
復
旧
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
首
都

直
下
地
震
等
の
大
規
模
地
震

へ
の
備
え
と
と
も
に
、
風
水
害

へ
の
備
え
も
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。
震
災
対
策
と
し
て
耐
震
継

手
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
河

川
横
断
管
路
の
地
中
化
な
ど
、

風
水
害
対
策
の
強
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　  

取
り
組
み

　

―
今
後
の
人
口
減
少
を
見

据
え
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

り
、
２
０
３
０
年
代
の
全
戸
導

入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
、
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
10
年
度
の
４
年
間
は
新

築
住
宅
や
公
共
施
設
等
に
約

１
０
０
万
個
の
導
入
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
の
導
入
に

よ
り
、
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
業
務
の
効
率
化
、
水
道

事
業
運
営
へ
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漏
水
防

止
対
策
と
し
て
、
計
画
的
な
漏

水
調
査
に
A
I
を
活
用
す
る

こ
と
や
、
新
た
な
漏
水
調
査
機

器
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

車
の
両
輪
と
し
て

　

―
工
事
事
業
者
に
対
す
る

ご
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

佐
山　

現
在
、
複
数
の
水
道

事
業
体
に
お
い
て
、
災
害
時
に

い
て
は
、
道
路
管
理
者
や
他
企

業
と
調
整
を
進
め
な
が
ら
、
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
配
水
管
の
耐
震
継
手

化
も
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
首
都
中
枢
機
関
や
避
難

所
な
ど
へ
の
供
給
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
概
成
し
て
お
り
、
現
在

は
震
災
時
の
断
水
率
が
高
い
地

現
場
で
の
判
断
力
と
技
術
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
机

上
で
は
身
に
付
か
な
い
も
の
で

す
。

　

単
価
契
約
を
は
じ
め
と
し

た
管
工
事
を
継
続
的
か
つ
安
定

的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
高
齢

技
術
者
の
知
見
と
若
手
育
成
と

の
橋
渡
し
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
新
し
い
技
術
も
積
極
的
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
佐
山　

今
後
、
東
京
都
に
お

い
て
も
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
水
需
要
も
減
少
し
て

い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

管
路
更
新
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
需
要
を
前
提
と
し
た

大
口
径
管
の
更
新
で
は
な
く
、

他
地
域
の
指
定
事
業
者
が
給
水

装
置
工
事
を
行
え
る
よ
う
、
条

例
改
正
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
能
登
半
島
地
震
の
際
に
は
、

宅
地
内
の
蛇
口
ま
で
の
修
繕
に

十
分
手
が
回
ら
な
か
っ
た
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、

東
京
都
で
も
令
和
７
年
10
月
に

条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
、
他
の
水
道
事
業
体
に
お
い

て
も
同
様
の
取
り
組
み
が
進
め

ば
、
災
害
時
に
相
互
に
応
援
し

合
う
体
制
が
よ
り
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

―
最
後
に
、
工
事
事
業
者

の
皆
さ
ま
へ
の
期
待
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

佐
山　

水
道
局
と
工
事
事
業

者
は
、
ま
さ
に
車
の
両
輪
の
関

係
で
す
。
管
路
の
耐
震
継
手
化

を
は
じ
め
と
し
た
水
道
局
事
業

の
推
進
に
は
、
工
事
事
業
者
の

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
含
め
た

効
率
的
な
更
新
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
省
力
化
・
省
人

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
担
い

手
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
も

重
要
で
す
。
工
事
現
場
に
お
け

る
週
休
２
日
制
の
確
実
な
実
↖

皆
さ
ま
の
高
い
技
術
力
と
機
動

力
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
現
場
で
の

説
明
力
や
お
客
さ
ま
へ
の
対
応

力
、
関
係
者
と
の
折
衝
力
、
安

全
管
理
に
対
す
る
高
い
意
識
、

そ
し
て
緊
急
時
の
対
応
力
と

い
っ
た
総
合
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

連
絡
会
を
は
じ
め
と
す
る
団

体
に
所
属
さ
れ
て
い
る
工
事
事

業
者
の
皆
さ
ま
、
ま
た
単
価
契

約
制
度
に
従
事
さ
れ
て
い
る
工

事
事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、
ま
さ

に
理
想
の
事
業
者
像
で
あ
り
、

今
後
も
水
道
事
業
を
共
に
支
え

て
い
く
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。

　

引
き
続
き
、
東
京
都
水
道
局

事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
７
年
12
月
24
日
収
録
）

東京の水を守り、未来へつなぐ
  特別インタビュー

  

東
京
都
水
道
局
給
水
部
給
水
課
　

佐
山
課
長
に
聞
く 

　

老
朽
化
す
る
施
設
へ
の
対
応
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
、
そ
し
て
人
口
減
少
社
会
の
到
来 

―
。

東
京
都
に
お
い
て
も
、
水
道
事
業
は
今
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
都
民
生
活

と
首
都
東
京
の
都
市
活
動
を
支
え
る
給
水
の
最
前
線
で
は
、
行
政
と
工
事
事
業
者
の
連
携
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
号
で
は
、
令
和
７
年
４
月
に
給
水
部
給
水
課
長
に
就
任
し
た
佐
山
利
倫
氏
に
、
水
道
局
の
施
策
や

災
害
対
策
、
技
術
継
承
、
そ
し
て
工
事
事
業
者
へ
の
期
待
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手　

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会 

副
理
事
長　

髙
橋 

昌
也
）佐山  利倫  昭和 41 年生まれ

【略歴】
　多摩水調整部技術指導課、浄水部（工業用水廃止事業）
などを歴任。給水部給水課の在籍は通算 9 年に及ぶ。
　東京都入庁後、最初に配属されたのは漏水防止課。
その後、営業所に配属され、お客さまに最も近い給水
管工事を担当した。給水管の材質改善など当時の取り組
みが、現在の東京水道の低い漏水率と高い信頼性につ
ながっていると自負する。

     さ      や ま           と し   み ち




